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１ 経営方針 

（１）本年度も引き続き、法令等を遵守するとともに、コロナウィルス感染

症対策の徹底を図り、安全・安心な健診を行う。 

 

（２）令和２年度に策定した経営理念(「健康・笑顔・幸福（しあわせ）」)

及び経営計画に基づき、熊本県民の皆様の健康づくりに寄与できるよう

事業を推進する。 

  

 

  

  

（３）経営計画に記載する戦略等（本年度の「戦略等」については３～５を参照）

を推進するとともに、収支目標（新施設取得資金等積立２１０百万円及び当

期収支差額の黒字）を達成する。 
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２ 収支計画（単位：百万円） 

事業活動収入 ２，１６６ 

保健事業収入 

内訳 巡回健診 

   施設健診 

   受託・その他 

２，１５１ 

１，２２９ 

８１０ 

１１２ 

事業活動支出 

内訳 巡回健診部 

   施設健診部 

   その他 

２，０８６ 

６６２ 

４１６ 

１,００８ 

収支差額    ８０ 

新施設取得積立 １５０ 

（累計１，２２０） 

施設整備積立 ６０  

（累計７５０） 

 

 

３ 基本戦略  

  ４つの基本戦略において、これまでの成果等を踏まえ、重点項目を絞り込ん

だ上で取り組んでいく。 

 （１）生産性向上 

  ○業務効率化の推進 

   ・時間外勤務の削減 

    ・デジタル化への取組み（勤怠管理システム導入に向けた条件整備等） 

   ○健診データ活用        

  ・新健診システムを活用した事業年報の作成   

 （２）人材力強化 

   ○能力・技術の向上   

    ・職場研修の実施、研修会等への参加や資格取得の奨励 

    ・自己申告制度等の充実による適材適所の配置 
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（３）組織風土改革 

  ○危機意識の醸成 

   ・「センター＝民間」（発想や行動の柔軟性、収入・支出への関心、将

来の不確実性）認識の強化 

   ○健康経営の推進  

    ・ワーク・ライフ・バランスの実現（時間外勤務削減・年休取得推進） 

    ・ヘルス・リテラシーの向上（喫煙率０％、精検受診率１００％、有所

見率５０％） 

 （４）コンプライアンス      

○適正な会計管理  

  ・予算執行の見える化推進 

 

 

４ 事業戦略 

（１）健康管理部 

①健診データの活用 

〇地域保健研修会での発表・セミナー開催等での活用 

○健診データ分析結果の活用の検討 

②第４期特定健診・特定保健指導の見直しによるシステム変更等 

〇早期のプログラム仕様変更の作成と発注 

〇システム変更後の徹底した検証 

〇支援プログラムの検討 

③健診料金の改訂 

〇ふるさと総合健診 

〇日帰り人間ドック  

④特定保健指導の拡充 

〇初回支援者数の増加（小規模事業所）、支援完了者数の増加（中断者の 

減少） 

〇支援の質の向上 

生活習慣改善者を増やす（体重２ｋｇかつ腹囲２ｃｍ減少している者） 

⑤精密検査受診率の向上 

〇未受診者への勧奨強化 
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 (２)巡回健診部 

①健診計画の平準化 

〇効率的な健診形態の充実化に向けた分析及び調査の実施  

〇ワーク・ライフバランスを考慮した健診計画の策定 

②収益性の向上 

〇ふるさと総合健診の検査項目、実施方法及び結果説明等の充実化に向け

た分析及び調査の実施 

〇職域健診の班体制、実施時間等のニーズに対応できる健診計画の策定 

③専門資格保有者の計画的育成 

〇超音波検査士を軸とした計画的な資格保有者育成の実施 

〇健診計画の平準化を達するための多能工化の育成実施 

         

（３）施設健診部 

①受診者の満足度向上 

○新規検査の導入 

・FIB-4index：肝線維化に関する検査 

・視野検査：緑内障、黄斑変性症の早期発見 

・NT-proBNP：心不全の検査 

・TFPI２：卵巣がんの腫瘍マーカー 

○受診環境の向上 

・健診予約時間に沿った受付、案内方法の検討  

・当日ドックにおける検査内容の検討  

・休日健診の充実（実施日増の検討、内容検討） 

②業務効率化 

○ICT活用（Web問診・予約）の検討 

③収益の向上 

○新規顧客の開拓 

○追加（オプション）検査項目の受診勧奨の検討 

 

 

 

５ 新施設建設計画 

 現地建替えを前提に、令和５年８月を目途に基本計画策定を進め、公募型プ

ロポーザル方式により基本設計・実施設計の設計者を決定する。   



6　保健事業実施計画

（１）巡回健診
①　地域保健 単位：人

健（検）診項目 令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

特定健康診査 24,305 20,810 3495 116.8% 21,929

ふるさと総合健診 8,670 8,230 440 105.3% 8,293

胃がん検診 14,905 13,980 925 106.6% 14,137

子宮頸がん検診 13,940 13,095 845 106.5% 13,088

乳がん検診 20,853 19,685 1168 105.9% 19,094

肺がん検診 35,378 31,630 3748 111.8% 31,470

大腸がん検診 20,332 20,725 △ 393 98.1% 19,943

結核検診 41,803 38,060 3743 109.8% 37,714

骨粗鬆症検診 7,916 6,865 1051 115.3% 6,892

腹部超音波検診 31,823 29,240 2583 108.8% 29,215

その他 10,378 10,958 △ 580 94.7% 8,818

合　計 230,303 213,278 17025 108.0% 210,593

②　職域保健 単位：人

健（検）診項目 令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

法定外 4,235 5,110 △ 875 82.9% 2,966

法定 13,390 15,070 △ 1680 88.9% 17,236

生活習慣病予防コース 2,155 1,845 310 116.8% 1,657

協会健保（一般） 4,390 4,560 △ 170 96.3% 4,422

特殊健診 9,015 9,020 △ 5 99.9% 13,648

特定健康診査 1,300 1,565 △ 265 83.1% 1,340

結核検診 950 950 0 100.0% 1,496

胃がん検診 385 465 △ 80 82.8% 431

子宮頸がん検診 400 350 50 114.3% 425

乳がん検診 440 390 50 112.8% 389

大腸がん検診 3,350 3,500 △ 150 95.7% 3,654

腹部超音波検診 1,350 1,330 20 101.5% 1,090

ストレスチェック 0 0 0 0.0% 5,988

その他 4,200 9,625 △ 5425 43.6% 8,485

合　計 45,560 53,780 △ 8220 84.7% 63,227
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　本年度も、巡回健診、施設健診ともに、「地域保健」、「職域保健」、「学校保健」
を行い、それぞれの実施計画数は、以下のとおりである。
　人口減少や新型コロナウィルス感染症の影響による受診控えが懸念されるものの、地
域保健を軸に概ね前年度を上回ることを見込んでいる。



　③　学校保健

【1】教職員 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

結核検診 5,880 6,340 △ 460 92.7% 6,484

結核検診（精密） 0 0 0 0.0% 0

胃がん検診 2,330 2,780 △ 450 83.8% 2,512

合　計 8,210 9,120 △ 910 90.0% 8,996

【2】学生 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

結核検診 9,920 10,450 △ 530 94.9% 10,082

結核検診（精密） 0 0 0 0.0% 0

尿・心電図・貧血・診察 0 0 0 0.0% 111

合　計 9,920 10,450 △ 530 94.9% 10,193

　～　巡回健診　各健（検）診　実施計画合計　～ 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績
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巡回健（検）診

健（検）診項目

健（検）診項目

合　計 293,993 286,628 7365 102.6% 293,009



（2）施設健診
①　地域保健 単位：人

健（検）診項目 令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

特定健康診査 2,091 2,002 89 104.4% 2,023

日帰りドック等 881 779 102 113.1% 740

胃がん検診 1,476 1,489 △ 13 99.1% 1,476

子宮頸がん検診 1,946 1,941 5 100.3% 2,005

乳がん検診 2,473 2,367 106 104.5% 2,532

肺がん検診 2,427 2,354 73 103.1% 2,432

大腸がん検診 2,238 1,997 241 112.1% 2,254

結核検診 2,404 2,318 86 103.7% 2,406

その他 1,884 1,986 △ 102 94.9% 1,656

合　計 17,820 17,233 587 103.4% 17,524

②　職域保健 単位：人

法定外 273 452 △ 179 60.4% 241

法定 8,270 7,349 921 112.5% 9,782

生活習慣病予防コース 2,611 2,411 200 108.3% 2,236

協会健保（一般） 10,245 9,998 247 102.5% 9,973

協会健保（ドック） 2,140 1,974 166 108.4% 2,042

各種人間ドック 3,892 3,584 308 108.6% 3,435

特殊健診 2,494 1,688 806 147.7% 2,523

特定健康診査 789 884 △ 95 89.3% 863

結核検診 214 256 △ 42 83.6% 450

胃がん検診 274 364 △ 90 75.3% 281

子宮頸がん検診 3,866 4,125 △ 259 93.7% 3,967

乳がん検診 4,436 5,136 △ 700 86.4% 4,526

大腸がん検診 585 727 △ 142 80.5% 509

ストレスチェック 0 0 0 0.0% 32

その他 16,141 17,930 △ 1789 90.0% 12,230

合　計 56,230 56,878 △ 648 98.9% 53,090

③　学校保健

【1】学生 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

ツベルクリン反応・ＢＣＧ 0 0 0 0.0% 0

合　計 0 0 0 0.0% 0

　～　施設健診　各健（検）診　実施計画合計　～ 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績
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健（検）診項目

施設健（検）診

合　計 74,050 74,111 △ 61 99.9% 70,614



　～　実施計画総合計　～ 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

　～　「地域・職域・学校」　各健（検）診　実施計画合計　～ 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

合　計 248,123 230,511 17612 107.6% 228,117

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

合　計 101,790 110,658 △ 8868 92.0% 116,317

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

合　計 18,130 19,570 △ 1440 92.6% 19,189
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学校保健

保健事業合計

総合計

368,043 360,739 7304 102.0% 363,623

地域保健

職域保健



（３）特定保健指導
　　　 センターの保健師、管理栄養士が、センター内及び各地域において実施する。

　　　 健診の受診者に対し、受診後の生活習慣改善のための指導を行う。

①　地域　巡回 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

動機付け支援 635 541 94 117.4% 581

積極的支援 147 134 13 109.7% 153

合　計 782 675 107 115.9% 734

②　地域　施設 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

動機付け支援 68 52 16 130.8% 46

積極的支援 23 15 8 153.3% 13

合　計 91 67 24 135.8% 59

　

③　職域　巡回 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

動機付け支援 169 99 70 170.7% 68

積極的支援 345 222 123 155.4% 150

合　計 514 321 193 160.1% 218

④　職域　施設 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

動機付け支援 702 517 185 135.8% 630

積極的支援 1,170 998 172 117.2% 978

合　計 1,872 1,515 357 123.6% 1,608

～　特定保健指導　実施計画合計　～ 単位：人

令和5年度 令和4年度 増減 増減率 令和3年度

計画　Ａ 計画　Ｂ （Ａ－Ｂ） 実績

動機付け支援 1,574 1,209 365 130.2% 1,325

積極的支援 1,685 1,369 316 123.1% 1,294

合　計 3,259 2,578 681 126.4% 2,619
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保健事業合計

特定保健指導項目

特定保健指導項目

特定保健指導項目

特定保健指導項目

特定保健指導項目
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７ 精度管理        

今年度も、県民の皆様に対して質の高いがん検診を提供するため、全国労働衛

生団体連合会や医師会等の外部評価において、最上位の評価を目指し、精度管理

の維持、向上に努める。 

また、がん検診における精度管理のひとつとして、検診後の精密検査結果を把

握し、発見されたがんの数などを全国レベルと比較し、がん検診精度管理指標の

ひとつである「プロセス指標」の基準値を維持する。 

さらに、発見されたがんについては、「発見がん個票」にて、がんのステージ

や組織分類等を追跡調査し結果把握に努め、各団体（日本対がん協会等）から依

頼があった際、報告を行っている。「発見がん個票」についてはファイリングし、

鍵付き保管庫で管理している。 

        

８ 普及啓発活動          

経営理念等に基づき、長引くコロナ禍において受診控えが起きないよう健診

受診の重要性啓発のため、広報誌の発行やテレビ等のマスメディアによる広報、

学会発表、講演会等を行う。 

また、「人生１００年コンソーシアム事業」（熊本県委託事業：令和２年度～４

年度）における４つの課題疾病（循環器疾患、精神・神経疾患、骨折、糖尿病）

の共通課題でもあった歯周疾患について、若い世代も含め重要性の普及啓発を

行っていく。 

さらに、公益財団法人結核予防会及び公益財団法人日本対がん協会の熊本県

支部として、結核の終息等を目指した普及啓発も行い、県民の皆様の健康づくり

に寄与する。 

          

（１）自主事業        

・地域・職域健診担当者の研修会や健康講話等の開催 

・ホームページ、インターネット上の動画投稿サイト、各種情報誌による

健康情報提供 
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（２）支部事業        

結核予防 複十字シール募金運動    令和５年８月～１２月 

結核予防・がん征圧街頭キャンペーン    令和５年９月 

リレー・フォー・ライフ２０２３くまもと  令和５年５月開催予定 

（３）協力事業        

ジャパン・マンモグラフィ・サンデー 

（１０月第３日曜日に全国の健診機関が乳がん検診を実施）  

 

９ 受託事業 

 次の事業を、熊本県から受託予定      

  ○全国がん登録事業 

 「がん登録等の推進に関する法律」に基づき、当センターは熊本県か

ら委託を受けてがん登録室を設置している。熊本県内の医療機関から、

がん登録室に提供されたがん罹患情報を整理し、国のデータベースに

転送する。 

これにより全国のデータが国で一元管理、公表され、国・自治体・医

療機関が行うがん対策の充実や、患者への相談支援等に活用されてい

る。 

がん登録室では、登録精度基準（A基準）を保持するとともに県内の

医療機関と連携を図り、情報の着実な登録を進め、がん対策の推進に

寄与する。 

  

      

１０ 研究・調査事業協力  

国及び研究機関等が実施する研究・調査事業への協力を行う。 

（１）国立研究開発法人 日本医療研究開発機構  

超音波検査による乳がん検診の有効性を検証する比較試験（J-START） 

（２）独立行政法人 労働者健康安全機構労働安全衛生総合研究所 

東電福島第一原発緊急作業従事者に対する疫学的研究 

（３）国立研究開発法人 日本医療研究開発機構  
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    低線量ＣＴによる肺がん検診の実用化を目指した無作為化比較試験

研究 

（４）国立がん研究センター 社会と健康研究センター 

    職域における喫煙対策対話型支援の有効性評価 

  

１１ 設備投資        

保健事業実施に必要な車両や機器、システム等を計画的に整備する。 

   また、財源については、自己資金のほかにリース等も活用する。  

    

（１）車両関連          （税込）  

 胃がん検診車         １台  68,955千円  自己資金 

    機材運搬車          １台   5,000千円  自己資金 

  

 （２）機器関連 

    標本作成装置         １台   16,500千円  自己資金 

    超音波画像診断装置      ３台   15,840千円  リース 

    細径経口内視鏡        １台   12,000千円  リース 

    超音波診断装置（婦人科）   １台    4,000千円  リース 

    平とじ製本機         １台  4,745千円  自己資金 

 

（３）電算関連       

健診システムパソコン     ７台  4,263千円  リース 
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